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新
春
を
迎
え
、
消
防
職
員
、
団
員

の
士
気
高
揚
と
職
務
遂
行
へ
の
決
意

を
新
た
に
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
消
防
出
初
式

を
開
催
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
消
防
車
両
部
隊
の
観
閲
、

消
防
業
務
に
係
る
表
彰
及
び
感
謝
状

の
贈
呈
、
消
防
団
員
に
よ
る
演
技
等

を
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
１
月
７
日（
日
） 

　
午
前
10
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド（
雨
天
時
は
、
国
府

小
学
校
体
育
館
） 

 

※
当
日
は
、
午
前
８
時
に
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災
等
と
間

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

           

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課 

　
☎
（
61
）０
９
１
１ 

図
書
館
で 

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
！ 

 

　
今
年
は〝
い
の
し
し
〞年
。
十
二
支

で
は
最
後
の
干
支
で「
亥
」の
字
を
あ

て
、
わ
が
国
で
は
猪（
イ
ノ
シ
シ
）の

こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
中
国
で
は
地

方
に
よ
っ
て
名
を
異
に
し
、
文
字
も

何
十
種
類
も
あ
る
そ
う
で
す
。
イ
ノ

シ
シ
は
ブ
タ
の
原
種
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
古
く
は
区
別
が
は
っ
き
り
せ
ず
、

豚
と
書
い
て
イ
ノ
シ
シ
を
表
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は

イ
ノ
シ
シ
は
野
生
の
も
の
、
豚
は
家

畜
で
食
料
と
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ

ま
す
。 

　
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る

で
し
ょ
う
。
「
猪
突
猛
進
」（
ま
っ
し

ぐ
ら
に
突
き
進
む
こ
と
）も
よ
し
、

で
も
「
一
龍
一
猪
」（
一
人
は
龍
に
な

り
一
人
は
猪
に
な
る
。
学
ぶ
と
学
ば

ぬ
に
よ
っ
て
甚
だ
し
く
賢
愚
の
差
を

生
ず
る
）の
戒
め
も
忘
れ
ず
に
。 

※
参
考
…『
十
二
支
物
語
』（
諸
橋
轍

次
著
）、『
世
界
大
百
科
事
典
』な
ど 

 

◎「
猪
」の
字
の
つ
く
著
者
の
作
品
を

　
集
め
て
み
ま
し
た
！ 

▼『
黒
い
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
　
ジ
ョ
セ
フ
ィ

ン
・
ベ
ー
カ
ー
』（
猪
俣
良
樹
著
） 

▼『
道
路
の
決
着
』（
猪
瀬
直
樹
著
） 

▼『
猪
木
寛
至
自
伝
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か 

 

町
史
編
さ
ん
は
今
…
③ 

 

　
町
に
現
存
す
る
公
文
書（
役
場
事

務
に
使
わ
れ
た
文
書
）は
明
治
初
年

代
か
ら
昭
和
40
年
代
の
約
４
，１
０

０
冊
で
、
内
訳
は
旧
大
磯
町
分
３
，

４
０
０
冊
、
旧
国
府
町
700
冊
に
な
り

ま
す
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
大
磯
町
・

国
府
町
合
併（
昭
和
29
年
）以
前
の
も

の
が
一
括
保
存
さ
れ
て
い
た
点
で
、

維
新
後
か
ら
始
ま
っ
た
地
方
制
度
の

変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
資
料
群
と
い
え
ま
す
。 

　
第
３
回
目
は
、
主
に
こ
の
資
料
群

の
中
か
ら
明
治
・
大
正
期
大
磯
の
様

相
を
伝
え
る
も
の
を
選
び
出
し
、
編

集
・
解
説
を
行
っ
た
第
３
巻
を
紹
介

し
ま
す
。 

○『
大
磯
町
史
３
　
資
料
編 

　
　
　
　
　
　
　
　
近
現
代（
１
）』 

　
本
書
は
明
治
・
大
正
の
資
料
４
４

０
点
を
５
章
に
分
け
て
収
録
し
て
い

ま
す
。 

　
明
治
時
代
、
松
本
順
軍
医
総
監
に

よ
り
近
代
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
、

大
磯
に
停
車
場
が
設
置
さ
れ
る
と
、

保
養
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
伊
藤
博
文
を
始
め
、

政
財
界
の
著
名
人
が
次
々
と
別
荘
を

建
設
す
る
と
と
も
に
、
郡
役
所
・
警

察
署
・
税
務
署
・
登
記
所
も
置
か
れ
、 

淘
綾（
ゆ
る
ぎ
）郡
・
中
郡
の
行
政
の

中
心
的
存
在
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
正
時
代
に
は
関
東
大
震

災
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
発
生
か
ら
復
興
ま
で
の

様
子
と
、
当
時
の
学
者
等
が
発
表
し

た
震
災
の
自
然
史
的
考
察
も
収
録
し

ま
し
た
。 

○
体
裁
　
Ａ
５
判
　
702
頁
　 

　
頒
価
４
，０
０
０
円 

　
本
書
は
図
書
館
で
所
蔵
し
、
図
書

館
本
館
・
役
場
町
民
課
・
国
府
支

所
・
書
店
組
合
加
盟
の
書
店
で
販
売

し
て
い
ま
す
。 

  

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た 
 

　
こ
の
た
び
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外

式
除
細
動
器
）が
館
内
入
り
口
付
近

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

      

　
こ
れ
は
、
昨
年
亡
く
な
っ
た
町
内

在
住
の
方
が
図
書
館
を
よ
く
利
用
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
「
図
書

館
で
の
救
急
救
護
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

　
緊
急
の
場
合
に
は
す
ぐ
に
役
立
つ

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
図
書
館
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

 

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

※
開
館
時
間
　
平
日
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
50
分 

※
場
所
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー 

 

◎
第
６
回
府
川
泉
処
書
塾 

　
書
・
土
鈴
展（
猪
・
亥
） 

○
と
き
　
１
月
５
日（
金
）〜
19
日（
金
）

初
日
は
午
後
１
時
か
ら 

○
内
容 

書
の
作
品
15
点
余
り
・
土

鈴
多
数 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
府
川
　
☎
（
61
）４
２
５
９ 

        

◎
中
山
美
知
子
油
彩
・
水
墨
画
展 

○
と
き 

　
１
月
23
日（
火
）〜
２
月
11
日（
日
） 

　
最
終
日
は
午
後 

　
４
時
30
分
ま
で 

○
内
容 

　
絵
画
の
展
示 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
中
山 

　
☎
（
61
）４
２
４
６ 

1月 

7日 7日 


